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 軽量かつ高剛性なCFRPサンドイッチ板を用いた製品開発を行うにあたり、既存の金属
材料や高分子材料との接合は必要不可欠ですが、実際の変形挙動は事前にシミュレー
トすることが困難であり、強度試験を行うなどの試行錯誤的な手法を取らざるを得ないの
が現状でした。 

 そこで本研究では、CFRPサンドイッチ板と異種材の機械的接合に関する、剛性設計や
変形挙動予測シミュレーション手法を構築することを目的としました。 

本研究は、炭素繊維関連産業創出事業により実施しました。（共同研究先 愛媛大学） 

図.2 CFRP-金属接合モデルのイメージ図及びシミュレーション例 

図1. CFRPサンドイッチ構造物を片持ちはりと捉えた場合の簡易剛性設計モデル 

 以上の事から、 CFRPサンドイッチ板と異種材を接合したモデルに関する、剛性設計や
変形挙動予測シミュレーション手法を構築することが出来ました。 

①内部にリブ構造を有するCFRPサンドイッチ構造体モデル（片持ちはり構造）について、簡
易剛性設計が行える理論式を導出しました。 
②有限要素法を用いて変形挙動シミュレーションを行った結果、擬似等方積層のCFRPサ
ンドイッチ板をパネル材として採用することで、たわみ量及び軽量化の双方においてアル
ミ製のパネルよりも優れた性能を発揮できることが分かりました。 
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E＝構造体の縦弾性係数、I＝構造体の断面２次モーメント 

長さL方向をｘ軸とし、自由端の位置をx=0とした場合の 
荷重Pが作用した場合の位置xにおけるたわみ量δ(x) 

自由端（x=0）におけるたわみ量δ 

 上記式の導出に加え、CFRPサンドイッチ板と異種材が接合した構造体の有限要素法に
よる変形挙動シミュレーションを実施しました。 

条件 
変位量 
（mm） 

リブ：CFRP UD積層材 
パネル：CFRPクロスプライ材 

1.507 

リブ，パネル：CFRPクロスプライ材 1.904 

リブ，パネル：CFRP擬似等方積層材 0.894 

リブ，パネル：アルミ 0.962 

※現 愛媛大学社会連携推進機構 客員教授 
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